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（２） （協） 千葉電友会だより 昭 和６２年１２月 ｉ 日

ｒ千葉 市と電友会』

千葉市建設局建築部設備課長

清 水 克 祐

早 いもの で、 協 同組合千 葉電 友会と し

て再 出発さ れて、 ３年 が過 ぎ去り ま した。

組合員 の皆 様には、 益々 ご活躍の ことと

お喜 び申 しあ げま す。 任意 団体の 旧千葉

市電友 会の 法入化につ いて、 市 は以前よ

り 望 ん で お り ま し た
。
そ れ と 言 う の は、

市と して 「公」 にお願 い事 をす る時に、

任意団 体で は困るこ とがあ る からです。

市と いた しま して は、 旧 電友会 より今

日 迄、 皆 様
と は、 約２５年 間 の お 付 合 を さ

せ て い た ｆ き ま した。 ス タ ー ト の 頃 は 設

計、 監督業 務 を担当す る電気 職員 が２名

で、 設計 が間 に合わず、 入札 室で落札 者

が決定す ると、 その足 です ぐ、 担当 職員

と ともに現 場へ 車で飛 んで行 き、 す でに

壁面 が両パ ネ ルの状態 で、 パイ プを上 よ

り 落 し て い た “く こ と が 多 々 あ り ま し た。

ま た、 あ る 年 の 暮、 小 学 校 が焼 け て １ 月

の３学期 に 間に合 わせるた め に、 仮設校

舎を正月 休み な しの突 貫工 事で建 設 して

い た ｆい た こ と も あ り ま し た。 落 雷 で、

小 学校の キュー ビクルの ＰＴ が焼損 した

り、 給 食 セ ン タ ー の トラ ン ス が 焼 損 し た

り して、 皆様に応 動を依 頼 して、 短期 間

で復旧 していた ｆくな どの無 理をいろ い

ろ とお願 いいた したこと もあり ま した。

幸 な こ と に、 千 葉 市 は、 台 風 を は じ め

大きな災 害を過去 に受 けてお りませ んの

で
、
逆 に ひ と た び

、
大 地 震 の よ う な 大 災

害 が発生 した ときは、 体 験 していない が

ため に、 復旧に対 しては 皆様の 全面的な

協力 をお 願いい たすこと になる のではな

いかと、 無防備 の恐ろ しさ を感 じてお り

ます。 そ の折 は組合の総 力 をあげて行政

に協力 を してい たずきた く、 今からお願

い い た し て お き ま す。

聴 くと ころによ ります と、 電 気工事士

法 が、 こ の ８月 に 改 正 に な り、 第 １ 種 と

第２ 種に 区分さ れるよう です が、 一方、

同 じ８月 に建設業 法施工 令 が改正 になり

新 しく、 「電気工 事施工 管理技士」 とい

う資格 が設 けら れま した。 この資格 も一

級と二級 に 区分さ れていま す。 こ れらの

資格 は、 皆様 が工事 を施工 する上 で必 要

とするも の ですが、 私 ども の設計す る側

に も、 昨 年 よ り、 「建 築 士」 に 対 応 す る

資格と して 「建 築設備士」 が新設さ れ、

建築士 が５０００㎡以上の建 物 を設計する と

き は
、
設 備 に つ い て

、
建 築 設 備 士 の 意 見

を聴 かな けれ ばな らなく なりま した。

とにか く、 著 しい技術 革薪の 昨今で ご

ざいます ので、 私 どもも、 電友会 の皆様

も互 に技術 の研鐙 に励 み、 必要なライ セ

ンス は手 に入れるよう に 努力 いた したい

と考 えてお ります。

終りに創刊号の祝辞の中で市長も述べ

ており ます よう に、 昭 和６７年を目途と す

る政令 指定都 市への移 行の ために、 大都

市にふ さ わしい都市基 盤の 整備や、 都 市

機能の 充実 に努める ため に、 こ れからも

電友会の皆様の市政への積極的な協力を

お願い すると ともに、 電友 会の発展 を祈

念いた しま して、 拙い 筆を 置くこと にい

た しま す。



（協） 千葉電友会だより 昭和６２年１２月 ！日 （３）

Ｊ Ｖ 発 注 の 活 動 に つ い て

副理事長 岩 崎 興 二

会員の 皆様に は、 御健勝 のこ ととお喜

び申上 げます。

月 日の 経つの は早い もので組 合と して

組織変 更を して から、 ３年を経 過 し、 そ

の間、 関係 ご当 局の ご指 導、 ご支援並 び

に、 会員 各位の ご協力 により、 発足当 時

５５社であっ た会員 も６３社 となり、 微力な

がら会の力 もつ き、 やっ と一人 歩き が出

来、 基礎 が固まっ た状態 で ございます。
こ れからも盤石 な会にな るま では、 役

員 はもとよ り、 会員 の皆様 にも ご苦労 ご

無理をお願 いす る事もあろう か と考える

次第で ご ざいま す。

千葉市 と共に 歩む当電友 会は 会員 一 人
一人の会 に対す る考え方 が会を 運営 し、

又より一層 の結 束 が発展 につな がり、 そ

れにより ご当局 に対す る陳情等 も受入 れ

ら れ る こ と と 思 い ま す。

さて、 昨年３月 大型工 事の∫ Ｖによ る

発注を千葉 市長 に陳情 し、 ６１年 度に１物

件、６２年度 現在 迄１物件 を発注 頂きま し

たこと は、 千葉 市当局の英 断に よるも の

と会員一 同感謝 している しだい で ござい

ま す。

ま た、
当 電 友 会 に お い て も、

６１年 ５月

にＪＶ委員会 （現在も継続中） を発足さ

せ、 受注 時の為 に真剣 に検討 を重ね て来

たこと が、 千葉 市当局 に ご理解 を賜 わり

∫ Ｖ発注 を頂き ま した 一つ の要 因 だと思

っ て お り ま す。 し か し な
が ら、 い

ま だ 会

員 の念願 であり ます地 元業者同 士のＪ Ｖ

発注は、 行なわ れてい ない状況 で ご ざい

ま す。

今迄、 理事長 及 び豊 田顧問 はじめ役員
一同 が何度 とな く、 ご当局 へう か がっ た

感 じから判 断 しますと、 どうも 地元 業者

のＪＶ は技術 的な面で憂慮 さ れてい る様

にみ られる次 第です。

民 間 工 事 に お い て は、 １ 物 件２．３億 の

施工管理 能力 を有 して いる現在 な ぜ実行

して頂 けない のか、 と いう の が多数 の会

員 の 声 で あ り、 又、 会 員 の 中 に は、 県 内

官庁工事の２億以上の仕事を単独で施工

している 業者も あります。

陳情の 中でも 会員 の施工 能力 が年々 向

上致 し、 ご当局 の ご期待 に添 えるも のと

な っ て き て い る こ と を 力 説 し、 地 元 業 者

育 成 の 為 に 是 非 と、 懇 願 を し て
お り ま す。

∫ Ｖ の 発 注 につ い い て は、 昭 和３７
年 に

建設省 が中小 業者の育成 の強 化策と して

正式に認 めた ことにより 普及 してき たの

です から、 そ の中小業者 の育 成という こ

とを念頭 にお いて、 今 後も地 元業者Ｊ Ｖ

並 びに会員 優 先指名の 目標達 成ま で陳情

を続 けて いくつ もり ですので、 会員 の皆

様 に も
、
よ り 一層 の 会 に 対 す る ご理 解

、

ご協力 をお願 いすると 同時に 技術の 向上

と経営の安 定等 に今迄 以上の 努力 を重ね

て頂くよう お 願い申上 げます。

更に ２社 Ｊ Ｖの場合 にお ける 出資 の割

合につ いても６０％対４０％の線 で ご当局よ

り ご指導 頂 けます様 これ からもお願 いを

してま いるつ もり でご ざいま す。 どちら

に して もＪＶ 発注の 陳情書 を千葉 市に提

出 して か ら
、
ま だ１ 年 半 で す の で、 恐

ら

く千葉 市当局 （設備 課） は、 今迄 発注 し

た∫Ｖ物 件の 仕事 の内容 （地元業 者の技

術） を検討致 し今 後の地元 業者Ｊ Ｖの発

注につ いて考 慮 していくも のと 思わ れま

すの で、 受注 さ れた会員の 方は、 仕事に

対 して、 より 一層の 熱意と 奮起 をお願い

申上 げます。
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最後に、 以前 千葉市 に提 繊 した 陳情 書

の 文面を 掲載 しますの で、 他 に ご当局 に

対 するア ピール、 又 は会に対 する要望 や

討画等 の 案があり ま したら、 ご一報頂 け

ます 様お 願い致 しま して ∫ Ｖ発 注陳情 の

ご報 告と させて頂 きます。

大 型工事 に対する ＪＶ の陳情

（６１年３月）

１． 大型工 事は、 分割又 は地元 業者によ

る共 同企業 体方式 を御採用 いた ｆき

た く お 願 い 致 しま す。

２． 永年 の御指導 により 協同 組合千葉 電

友会々員も大型工事の施工能力を有

して 来ま したので 更に優 先指名の継

続強 化を御願 い致 します。

野 球場に対 するＪ Ｖの 陳情

（６２年６月）

１
．
出 来 る か ぎり 分 割 発 注 を し て 頂 き、

多く の市内業 者に御 指名 を御願い致

し ま す
。

２． ｉ 件名 の発注 額が！億 円以上 の場合

は、 市 内業者 同士の∫ Ｖ発注 をお願

い 致 し ま す
。

３。 １ 件名 の発注額 が３億 円以上の 場合

は
、
県 外
、
市 内 業 者 のＪ Ｖ 発 注 を お

願 い 致 し ま す。

追 記

つい 先頃、 千葉球場 の∫Ｖ 編成の予 備

指令 が発せ られま した。 電 気設備工 事は

Ａ Ｂ Ｃ グ ル ー プ 各ヱ０社 に よ る１０Ｊ Ｖ で す

が、 そ の 中 に
Ｂ グル ー プ ２ 社

、
Ｃ グ ル ー

プは全 社地 元市内業者 が指名 さ れま した。

当電友 会 だよ りが発行 さ れる頃に は正式

発注に なっ ていると思 わ れます が、 我 々

の永年 の思い が通 じ感 無量 です。 御 配慮

いた ｆいた市 長は じめ 市当局 の方々 及 び

御協力 いた “いた方々 に対 し感謝の鑑 で
一 杯 で す。 ま こ と に 有 難 う 御 座 居 ま し た。

高い億覆盤で砦覆のニーズに磨える

消防認定贔

⑱キュービクル式受電設備 ⑬ 自 動 制 御 盤 ㊧高・低圧配電盤

㊥非常電源耐火分電盤 ㊥遠方集中監視盤 ⑲ 分 電 盤 他

［御 指 定 先］

千 葉 県 庁 ・ 県 企 業 庁 ・ 県 教 育 庁 ・ 県 警 本 部 ・ 県 都 市 公 社

県 住 宅 供 給 公 社 ・ 千 葉 市 役 所 ・ 船 橋 市 役 所 ・ 市 川 市 役 所 ・ 各 市 町 村

建 設省 ・文 部 省・郵 政省 ・防 衛庁 ・住 宅都 市整備 公団 ・日 本 電信電 話公社

殿

ミヤコ電気株式会社

千葉営業所 〒２８０ 千葉県千葉市市場町９番７号

電 話 Ｇ４７２（２ＤＯ６３１（代 表）

Ｆ Ａ Ｘ Ｏ群２（２１）０６３８（代 褒）

本 社 〒Ｂ６ 東京 都江東区南砂２丁 翻０翻０号

営業部・製造部 電 話 ０３（６尋７）２７α（代表）

総務部 電 謡 ０３（６４９）τ２刀（代表）

Ｆ Ａ Ｘ Ｏ３（６鷹７）０９講０
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６２． ６．
２ 役 員 会 開 催

６２． ６． １９ ゴ ル フ 大 会 開 催

中央会より会計指導

６２． ６．
２５ 市 長 へ 陳情 書：提 出

６２
．
６
．
２９ 事 務 所 移 転

６２． ７． ２３ 役 員 会 開 催

半期会計報告の件

当 局へ新 年挨拶の 件

非組合員動誘の件

受取斡旋料の件

組合事業としての建設組立保険再検討の件

会計報告の件

新入 会員、 吉 田電設、 昌和電機 承認の 件

受取斡旋料未納者の件

新入会員出資金証券発行の件

組立保 険の件、 安 田 火災来所

６２年度 総会準備 の件

仮決算報告の件

総会決定準備の件

組．立保険 検討の件

賛助会員承認の件

名 簿・手 帖作成の 件

：事務所移 転の件

組 立保 険の件、 代 理店来 所

於 千葉共 済会館 ４３名 出席 （委任 状１２）

会務報告及新年度会務の承認

組立保険加入承認の件

任期満了に伴う役員改選の件

総 会終了后、 賛助 会員 参加 の懇親 会

税務 申告につ いて

野 球場に関 してのＪ Ｖ 陳情 の件

会報発行の件

秋の視察見学会の件

総会議事録中央会提出の件

別途報告

（理事長及他役員）

会員 と賛助会員 の設 備課及会 に対 する要望 の件

賛助 会員 東亜 特殊 電機入会 の件

６２． ７． ２６ 中 央 会 よ り 会 計 指 導
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協同電業社社長実父告別式参列

上 下水道 組合と当 組合、 千葉市設 備 課との懇 談会 開催

Ｊ Ｖ その他の件

役員 会開催 Ｊ Ｖ発 注の件 Ｄ 地 区区役所

野球場Ｊ Ｖ陳情 の件

鉄業会４０周年記 念招待 の件

会報発行の件

薪入会員俵屋電気工事入会の件

市長へ再度陳情書提出 （野球場ＪＶの件）

電業協会理事との懇談会開催 （理事長及役員出席）

中央 会より 会計そ の 他指導

役員 会開催 野球場Ｊ Ｖの件

Ａク ラス申 し合せ 事項 打合せ 会

役員会開催 半期決算承認

市役所へ陳情 野球場の件

以上

営業方針醗初心を忘れ ず、 知恵と汗を出し、 共存共栄を計る

電 設 資 材 総 合 卸

株 式 会 社 井 之 輪 電 商

〒 ２ 霧 ⑪ 千 葉 市 桜 木 町 ２３ ⑪ 一 ４ ５

Ｔ 騒 Ｌ ⑪ 尋 ７ 黛一 ３ 黛一 ５嘔 黛 ７ ㈹

Ｆ Ａ Ｘ ⑪ 尋 ７：２ 一・３ ２一一６；尋 ２ ７

サ ー ビ ス 精 神 に 徹 す る 鵠 営 業 体 制

緊 急 連 絡 ： 井 之 輪０４７２（３２）１１８８， 小 笠 原０４７２（６４）１５２６， 古賀０４７２（５８）５７３５



（協） 千葉電友会だより 昭 和６２年１２月 １ 日 （７）

第 魂 回 千 葉電 友 会 ゴル フ 同 好会

幹事 桜 田 尚 栄

優 勝 は 便 藤 さ ん 〃
去 る ６ 月１９日

、
東 金 市 東 千 葉 カ ン ト リ ー ク ラ

ブにて、 第４ 回千葉 電友会 ゴルフコ ンペ が行

な わ れ ま した。

梅雨の 季節 であり、 天気 が心 配で した が、

皆様の心 掛け が良 かっ たとみ えて、 当Ｂ は晴

天、 素晴 らしい ゴルフ 欝和 の 中和気 あいあい

の内 に楽 しい１日 を過 ごすこと が出 来ま した。

プレーの方 式 は新ペリア 方式 で行 ない参加

者 は ５ 組１７名 で し た。

優勝は下馬評通り伊藤征司氏 （伊藤電業）

第２位 に久保 昭雄氏 （宮 崎電 工） で した。 と

もあ れ全員 ドングリの背 くら べで楽 しい同 好

会 で す。

今年度 より 当 ゴルフ 同好会 も正式 に、 電友

カッ プを受 け取る俘 藤社長 会公認の 同好ク ラ ブと なり、 福 利厚生予 算も

計 上出来る 様にな りま した。 又 ゴルフ コンペ会則、 会員 名簿 も出 来上り意義 のあ る、 息の永 い ゴ

ル フコンペ と して 薪発足 致 しま した。

今后 は年３ 回 ゴルフコ ンペを開 く予定 で、 会員も現在３９名登 録さ れて居りま す が、 こ れからも、
どん どん入会 を御待 ち して居 りま す。

同好 会、 会劉 の目 的も会員相 互 の理解と 親睦を 深める と共に、 身心の 健康増 進 をはかるこ とを

目的と して居り ます。

末永く 同好会 の活動 に御協力 を御 願い致 します。



（８） （協） 千葉電友会だより 昭 和６２年１２月 １ Ｂ

入 札 結 果 報 告

６１
．
９
．
１ ～ ６２．

８
。
３１ 単位千円

６１年９／ １ 濁度計 設置工事 大信電業 ４
，
８００

１０／２ 土気 駅北瞑広場照 明灯設置 工事 オリオン 電気工事 ８，２５０

ク 平山小 学校受変電 設備改修 工事 堀目電気 商会 １２
，
２００

〃 園 生 小 学 校 〃 ト マ ツ 電 設 １２
，
７５０

１０／ ６ 東南部 団地防犯灯 設置工事 北陽電機 産業 １
，
８５０

１０／８ 千葉競 輪場第二休 憩所及 び来賓室改 修電気設備工 事 豊田電気 １９，
０００

〃 野菜優 良種苗生産 安定対策 事業電気 設備工事 尾高電工 ８，１５０

１０／１４ 登戸 小学校給水設 備改修電 気設備工 事 西千葉電 設 ２，７５０

１０／１５ 千 葉県転作特別対 策事業組 織培養室 薪築電気設備工 事 冨田電機 工業 ２７
，
０００

１０／２２ 中央下水処 理場 浄化槽系電 磁流量計 設備改修工 事 東 陽電気 工事 １１，４００

１０／２７ 草野中学校 格技場親築電気 工事 伊藤 電気 ２
，
１５０

〃 平和公園 便所新築電気設備 工事 吉 田電設 １
，
４４０

ク みつわ台 中学校格技場新 築電気設備 工事 光 栄電設工業 １，６５０

１０／２９ 本千葉ポ ンプ場無停 電電源装置設 置工事 水沼 電業社 ５
，
２００

１１／４ 緑町小学 校電灯設 備改修工事 滝口電気工業 ３
，
６００

１１／１０ あやめ 台小学校電 灯設備改修工 事 信千葉電 設 ４
，
０００

〃 市庁舎食 堂改修電 気設備工 事 双葉電設 ３，０００

ｉ１／１７ 社会セ ンター改修 電気設備工 事 京葉電設 ３
，
５００

〃 登戸小学 校他３校 受変電設備 改良工事 北電業社 ４
，
７００

１１／１９ 千葉公園 電気設備 工事 栄光社 ３８，
２００

１１／２６ 稲 毛海浜公園外灯 他電気設 備工事 和光電気 ２０，１００

〃 薪宿 小学校他２校 受変電設 備改良工事 伊藤電業 ６，０００

ク 旧稲 毛ユースホス テル改修 電気設備工 事 千石電設 ５
，
１００

１２／２ 薪 宿小学校給 水設備改修電 気設備工事 福井サー ビス工業 １，
３９０

１２／４ 中央港１号 線照明灯設置そ の他電気設 備工事 染谷電気 商会 ５
，
７５０

１２／８ 消防局 庁奢安 定器改修工 事 安藤電気 工事 ２
，
９５０

１２／１０ 道路照明灯 設置工事 山栄電機 １５
，
５００

１２／１５ 花見罵 第３ 小学校高圧幹線 他改修工事 京葉工業 ２，１００

１２／２２ 稲毛海岸 公園照明灯他電気 設備工事 滝口 電気 工業 ２
，
３００

〃 千草台中学 校高圧幹線他 改修工事 伊藤 電業 ４，，０００

１２／２４ 東南部第２ 団地Ａ ブロ ック 電気設備工 事 城南 電設企業 ！７
，
９００

〃 〃 Ｂ 〃 渡 辺 電 気 工 業 １４
，
４５０

〃 幕張海浜 緑地外灯設備工 事 前 田電工 ９
，
０００

６２年１／１２ 幸町第一 中学校高圧幹 線改 修工事 東 電工 ４，５９０

〃 稲毛海浜 公園外灯設備 改修工事 染谷電気商会 ３，９５０

１／１４ 千葉公園 野球場照明塔安 定器他改修工 事 北斗電業 １４，０００

〃 横戸緑地 公園照明灯設 置他工事 前田電工 ６，
ｉｏＯ

１／２０ 養護学校 仮設校舎新築他 電気設備工 事 大西電設 １，６２０

１／２６ 稲毛中学 校高圧線改 修工 事 北陽電機産 業 ３，６００

〃 村田ポ ン プ上高圧 ケー ブル及 び動力 盤修繕 昌信電機工 事 ２
，７５
０

２／３ 登戸小学 校高圧線 改修工事 北電業社 １，３５０

〃 幕張東 小学校電灯 設備改修工 事 薪千葉電設 ４，６００

〃 憤橋興 塚公園電気 施設改修工 事 武田電気工 事店 ３，８００

ク 加 曽 利 貝 塚 公 園 〃 双 葉 電 設 ２，６００

２／９ 高浜第三 小学校外灯設置工 事 安藤 電気 工事 １
，
３５０

〃 みつわ台 北小学校外灯設 置工 事 光 栄電設工業 １
，
８５０

〃 千葉競輪 場仮設前売投 票所電気設備工 事 吉 田電設 １
，
７００

２／１６ 葭川 周辺 浸水対策ポ ンプ場電気設備 工事 福 井電機 ５３，０００

２／１７ 袖ヶ浦第 一緑地外灯 設置工事 大 東電設 １
，
４００

４／２７ 臨海荘冷 暖房電源設 備工事 トマツ電設 １
，
４００

４／２７ 高洲市民 プール高圧 幹線改修工 事 成 田電機商 会 １
，
６２０

５／１２ 憤橋市民 運動場外灯 設備改修工 事 トマツ電設 ２
，
５５０

〃 高齢者生 きがいセ ンター冷暖房 改修設備工 事 水 沼電業社 １，９００
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５／１４ 高浜 第一小学校受変電設 備改修工 事 千葉電 気工事 ｉ５
，
４５０

〃 亟 小 仲 台 小 学 校 ク 薪 東 電 設 １１
，
５００

５／２７ 塩田 学校 給食セ ンター電 気設備改 修工事 堀口電 気商会 ８
，
５８０

〃 犠 橋 学 校 〃 武 田 電 気 工 事 店 ６，
７００

６／ ８ 村田駕 公園照明灯交換工 事 千葉 電建 ３，
６００

６／１５ 高浜埋 蔵文化財整理室 移築電気設 備工事 東 電工 ２，４５０

〃 消防局 庁舎改修電気 設備 工事 安 藤電気工事 １
，
５６０

６ ／１７ 市立 千葉高等学校 ガス 暖房電 源設 備工事 千 石電設 ９
，
２５０

ク 葛城 中学校屋内 運動場改装 電気 設備工事 昌信 電機工 事 ９，３００

〃 川戸 中学校他１ 校高圧幹 線改修工：事 水沼電業社 ５，６００

６／２６ 幕張中学校普通 教室新築 電気設備工 事 豊田電気 ４８，５２０

〃 幕張中学校屋 内運動場 ク 藤沼電 設 １９，５００

〃 幕 張 中 学 校 特 男ｉｌ教 室 〃 石 本 電 設 １９，７００

〃 加曽利 中学校屋内運動場 改築電気 設備工事 ク ３１，
１００

６／２９ 勤労者 体育センター 外灯設置工事 黒田電 気商会 １，６７０

７／ ６ 稲岡小 学校散水 電気 設備 工事 滝［コ電 気工業 ３，３５０

〃 幕 張 西 小 学 校 〃 染 谷 電 気 商 会 ４
，
０００

ク 千 城 台 旭 小 学 校 〃 桜 田 電 設 ４，７５０

ク 磯辺第 ４小学校 〃 安藤 電気商会 １，８５０

〃 高 洲 第 １ 小 学 校 ク 宮 崎 電 工 ２，１００

〃 桜 木 小 学 校 〃 双 葉 電 設 ３，１００

ク 高 浜 中 学 校 〃 染 谷 電 気 商 会 ４，６５０

７／ ６ 糸乗町中学諜交昔女水電：気設イ藷工事 新千葉 電設 ４
，
１００

ク 磯 辺 第 １ 中 学 校 〃 大 東 電 設 ３
，
５００

〃 新 宿 中 学 校 〃 千 葉 電 建 ３
，
０５０

〃 幸 町 第 ２ 中 学 校 ク 双 葉 電 設 ３
，
０００

〃 真 砂 第 ２ 中 学 校 ク 成 田 電 機 商 会 ２
，
６００

７ ／８ 生浜小 学校低圧 幹線他改修工 事 水沼電業社 ６，３６０

〃 坂 肩 第 １ ・ 第 ２ ポ ン プ 場 操 作 盤 交 換 工 事 桜 田 電 設 ７
，
９００

７ ／１４ 都賀小 学校電灯 幹線改修 工事 西千葉 電設 １
，
４５０

〃 西小仲 台小学校 給食室増 築電気設備工 事 トマツ 電設 ４
，
９５０

〃 院内小学校給食 室改装電 気設備工事 大信電 業 ３，
４８０

７／１５ 市立 病院伝染病 棟改修電 気設備工事 昌信電 機工事 １０，３００

〃 仮 称鎌 取福祉作 業所新築 電気設備工 事 片岡電 工 ３２
，
８００

７／２０ 平由小学校低圧 幹線改修 工事 吉田電 設 １
，
７５０

ク 稲 毛中学校給 水施設改修 電気設備工 事 京葉電 設 ２
，
８５０

ク 土気小学校屋 内運動場ス テー ジ取設 電気設備工 事 北電業 社 ２
，８００

〃 庁舎議 事堂棟電気設備改 修工事 旭電工 ４
，
７５０

７／２７ 花見期第３小学校屋内運動場ステージ取設電気設備工事 京葉工 業 ２
，
７００

〃 みつわ 台南小学校増築 電気設備工 事 光栄電設工業 ２
，０００

〃 小中台 中学校消 火ポンプ動力幹線 改修工事 滝口電気工業 １，５娃０

８／３ 真砂第 ３小学校屋内 運動場ス テー ジ取設電気 設備工事 宮 崎電工 ２
，
５００

〃 朝日ヶ 丘中学校増 築電気設備 工事 黒田電機 商会 ２，１５０

８／５ 中央下 水処理場 第１系統溶存 酸素計改修工事 大西電設 ６，４２０

８／２４ Ｄ区総 合支所萩 築電気設備 工事 ｉ錨 懇 工業所
１ 億
８０，０００

８／１０ 磯辺 第２中学校 増築電気設 備工事 トマッ電 設 ４，７００

〃 照 明灯 改修工事 オリオ ン電気工事 ２，６００

８／１２ 西の 谷小学校増 築電気設備 工事 京葉富士 電機 １０，８００

〃 稲 毛市昆 ギャラ リー整備電 気設備工 事 傍藤電業 １４
，
１００

８／２５ 千 葉競輪場 冷房 電源設備工 事 京葉電設 ２
，
３００

〃 薪 宿 小 学 校 Ｃ Ａ １ シ ス テ ム 電 気 設 備 工 事 広 尾 電 設 １
，
６００

〃 千城台東小学校 屋内運動場 ステー ジ取設電気 設備 工：事 桜 田電設 ２
，３
００

８／２６ 寒川 稲荷 地下道排水機場 電気設備工 事 高率 電設 １７
，
２５０

〃 出洲ポ ンプ場 流入 ゲー ト操 作盤改修 工事 千都 防災工業 １，５８０

８／３！ 仁 戸名小 学校屋 内運動場ス テー ジ取 設電気設 備工事 千葉電建 ３
，
０５０
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８／３１ さつきが丘西小学校屋内運動場ステージ取設電気設備工事 京葉工業 ２，１５０

〃 高 洲 第 １ 小 学 校 〃 安 藤 電 気 工 事 ２
，
７８０

〃 さつ きが丘東小学校 ク 武田電気工務店 ２，３００

〃 高 洲 第 ２ 小 学 校 ク 北 陽 電 機 産 業 ２，７００

〃 大 宮 小 学 校 〃 オ リ オ ン 電 気 工 事 ２，３５０

〃 北 員 塚 小 学 校 〃 双 葉 電 設 ２
，
５００

電 気 工 事

株式会社 関 東扇 港

材 料

電機商会
本 社 千葉市 長作町１３９４・番地

千葉 中央営 業所 千葉市 都町３－２３－３

０４７２－５７－４２６２

０４７２－３１－７３９７

「∫ ＵＳＴ ＩＮ Ｔ ＩＭＥの 思 想をのせ て関東 エリア に広 がる サー ビス網」

時代はニュ ーメ ディア に代 表さ れるよ う に大 変めま ぐる しく 変化 してお りま す が社員
一 同一丸と なって即 応 し、 夢 を現実の ものと し、

希望を答と して実現 してま いります。

又 「約束を 守る」 こと を会社 の 「の れん」 と して
、
お得意様

、
仕入先様との 「ご縁」 を

大切 に 「商いの 道を無 限にひろ げてまい りたいと 思います。 どう か今后共よろ しく御指

導 ご鞭 捷賜りま すよ う御願い 申上 げます。

千葉北一千葉西一習志野一千葉中央一旭



（協） 千葉電友会だより 昭和６２年１２月 １日 （１１）

薪 入 会 員 紹 介

株式会社 吉 田 電 設

代表取締役 吉 田 孝 次

千 葉市加 曽利１０８５－１７

盤 ３２－６３６３

当社 の設 立 は昭和４９年１月 で 電気工 事

な ら何 で もやる オー ルラウ ン ドプレー ヤ

ー
ｏ

社長 は働 き盛 りの４６才。

趣 味 は 釣 り と の 由、 釣 り フ ァ ン の 会員 の

方 々 よ ろ しく。

俵屋電気工事 株式会社

代表取締役 片 岡 英 男

千 葉 市 南 町 レ２－１５

欝 ６１－７４２５

当 社 は 昭 和４３年 ３．月 設 立 し、 ２ 年 前 に

現在 地に 移転 しま した。 白子 に支店 があ

り、 茂原 に営業 所 があり、 東京 に 出張所

を持 ち プラ ント関係 その 他手広 く営 業致

し て 居 り ま す。

従 業 員 は２３名、 趣 味 は ゴ ル フ だ そ う で す。

電 友 会の ゴルフ 同好 会への 入会 をお す・

め し ま す。

昌 瀦 電 機 株式会社

代表取締役 小 松 信 樹’

千 葉市桜 木 町２３０番６４

費 ３１－０２７６

当社 は 昭和５２年６，月小 松電 業㈱
と して

ス タ ー ト し、 今年初 頭飛躍 発 展 をめ ざし

て現社 名に 変更 しま した。

水 処理、 耐圧 防 爆等の プラ ン ト関係 の工

事を得 意と してお りま す。

こ の社 長も旅 行以 外は 無趣 味と いう 真面

目 人 間 で す。

有限会社 進 和 電 気

代表取締役 小野田 藤 藏

千 葉 市 千 城 台 西３－９－９９

豊 ３６－１２４６

当社 は設 立が 昭和５６年。

社 長は 無趣 味 が趣 味と いう 真面 目 人間。

た デ近 ごろ ゴルフ を始 めた そう で、 同好

会 の会員 がま た１ 人増 えそ う です。



（１２） （協） 千葉電友会だより 昭和６２年１２月 １日

す し ・ う な ぎ・ 天 ぷ ら ・ 割 烹

大小御宴会承ります

み
も

ど ）彫
ヒ
日

ル
田
”

出前 ・仕 出 し致 しま す

本 店 西千葉駅前

千葉市春日２－２１－５

０ ４ ７ ２ － ４ １ －１ ５ ３ ０ （代）

冷 暖 房 ・ 駐 車 場 ・ 日 本 観光 連 盟・ Ｊ Ｒ 推 薦 旅館

蕪 白

千 葉 市 弁 天 町３－１７－２

Ｊ Ｒ千 葉駅北ロ５分

護国神社バス停前

雲 荘

０ ４ ７ ２ － ５ １ － ８ ３ ３１


